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１枚１枚色付けをされたものです。

　制作当時の話しを伺いましたので、本文（５ページ）にて紹介します。
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や
ま
ぶ
き
バ
ス
の
運
賃
を
左
記
の
よ

う
に
変
更
し
ま
す
。

※
ス
マ
イ
ル
バ
ス
も
同
様
の
金
額
で
運

行
し
ま
す
。

大
　
　
人
　
３
０
０
円

↓

２
０
０
円

小
　
　
人
　
１
５
０
円

↓

１
０
０
円

障
が
い
者
　
１
５
０
円

↓

１
０
０
円

乳

幼

児
　
　
無
　
料

↓

無
　
料

　
平
日
の
午
前
中
、
や
ま
ぶ
き
バ
ス
が

吉
野
病
院
に
乗
り
入
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
バ
ス
で
吉
野
病
院
に
通
院
・
お

見
舞
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ス
マ
イ
ル
バ
ス
の
一
部
の
便
が
杉
の

湯
に
乗
り
入
れ
を
行
い
ま
す
。
杉
の
湯

か
ら
は
や
ま
ぶ
き
バ
ス
に
接
続
し
、
入

之
波
ま
で
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
乗
車
前
に
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い

※
ス
マ
イ
ル
バ
ス
も
や
ま
ぶ
き
バ
ス
と

同
様
で
ど
な
た
で
も
乗
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
平
日
の
朝
１
便
を
少
し
早
め
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
近
鉄
線
の
み
で
通

学
で
き
る
学
校
が
増
え
た
た
め
、
村
内

か
ら
通
学
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
現
在
吉
野
町
内
で
８
箇
所
停
車
し
て

い
ま
す
が
、
南
国
栖
～
吉
野
病
院
間
で

新
た
に
26
箇
所
の
停
留
所
で
停
車
し
ま

す
。
さ
ら
に
大
淀
町
の
増
口
に
も
停
留

所
を
設
け
停
車
し
ま
す
。

10
月
ま
で
は
平
日
の
最
終
便
が
17
時

10
分
上
市
発
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正

で
最
終
便
が
19
時
25
分
上
市
発
と
な
り

ま
す
。
こ
の
便
は
国
栖
経
由
で
杉
の
湯

ま
で
運
行
し
ま
す
。

※
こ
の
便
は
ス
マ
イ
ル
バ
ス
（
吉
野
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
が
運
行
し
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
日
の
便
で
柏
木
～
西
河
間
を
運
行

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
診
療
所
や
歯

科
診
へ
通
院
で
き
る
便
を
増
や
し
ま

す
。

運

賃

を

改

正

ス
マ
イ
ル
バ
ス
（
吉
野
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
）
が
杉
の
湯
に
乗
り
入
れ

平
日
夜
19
時
以
降
の
便
を
運
行

柏
木
～
西
河
間
の
　
　
　
　

　
　
　
　
　
往
復
便
を
新
設

や
ま
ぶ
き
バ
ス
が
吉
野
病
院
に
！

平
日
朝
１
便
の
時
刻
を
変
更

新
た
な
停
留
所
を
設
置

　今回の改正は、村民の皆さんには通学・通勤・通院・外出などがしやすいように時刻を調整

しました。１人でも多くの方がバスに乗車していただければ、今後も運行を続けることも出来

ますが、乗車する方がいないと減便・廃止となってしまいます。

　過疎・高齢化進む村にとって公共交通は無くてはならないものであります。家から出かけら

れる際、バスで移動することが可能であるならば、是非ご利用いただきたいと思っておりま

す。村も会議やイベントなど利用促進に努めますので、ご協力よろしくお願いいたします。

10
月
１
日
か
ら
公
共
交
通
の
ダ
イ
ヤ
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

変
更
の
ポ
イ
ン
ト

「ゆうゆうバス」を続けていく為に　☆村民の皆さんへのお願い☆

　
奈
良
交
通
路
線
バ
ス
（
大
淀
バ
ス
セ
ン
タ
ー
～
湯
盛
温
泉
杉
の
湯
）
が
９
月
30

日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
ス
マ
イ
ル
バ
ス
（
吉
野
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
）
と
の
連
携
や
、
や
ま
ぶ
き
バ
ス
の
運
行
区
間
を
延
長
し
、
時
刻
の

変
更
を
行
う
こ
と
で
大
幅
な
減
便
を
回
避
し
ま
す
。

※
変
更
後
の
時
刻
や
新
し
く
追
加
さ
れ
る
停
留
所
は
折
り
込
み
の
時
刻
表
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
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【平　日】 【土・日・祝日】

　平日は吉野病院・南奈良総合医療セン

ター・奈良県立医大など医療機関への通

院利用に対応した時刻設定をしていま

す。滞在時間は余裕を見ていますので、

通院のついでに買い物やちょっとした用

事を済ますこともできます。

　土・日・祝日については、医療機関の休診が多

いことから、観光や外出に対応しています。午前

中の内にあきつの小野スポーツ公園・大台ヶ原・

下北山スポーツ公園等に観光客の皆さんに来訪

し、滞在してもらい夕方には吉野・大淀に帰るこ

とができるような時刻設定にしています。

各種バスや公共交通に関する質問は下記までお気軽に問い合わせください。
【問い合わせ先】役場総務税務課　℡　０７４６－５２－０１１１

【運賃】大人　200円　　小人、障害者　100円　　乳幼児　無料

「Ｒ169ゆうゆうバス」はどんなところにいけるの？

　但し、下記の２つの要件を満たさない場合は、定められた金額をいただきます。

〇川上村地域公共交通パスポート所持者※

〇特別乗車券を所持しているもの

※川上村に住所があれば申請できます。申請される方は総務税務課までお越しください。

※現在パスポートを所持されている方は、再度申請する必要はありません。

　「ゆうゆう」とは「結」・「誘」・「遊」・

「邑」・「湧」・「優」・「悠」など連携や観光に

関係する様々な「ゆう」を意味しています。

　奈良交通バス（下桑原～湯盛温泉杉の湯線「通称熊野線」）も９月30日をもって廃止されます。

　それに伴い、南部地区の公共交通を維持するため、大淀町・吉野町・川上村・上北山村・下北山村の

２町３村で協力し、運行区間を大淀バスセンターまで拡張した広域連携コミュニティバスを運行する

ことになりました。

◎ゆうゆうバス

熊野線を走行しているバスで運行します
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　やまぶきバスが乗り入れていない谷筋にあり、75歳以上の人口比率が高く、やまぶきバスの

停留所まで一定の距離がある集落を対象にします。集落～やまぶきバスの停留所間を村営の乗

合交通で運行する予定です。

　※あくまで、やまぶきバスに接続する便ですので、それ以外の目的で利用できません。

運行区間　対象となる集落～最寄りの設備が整った（屋根などが設置されている）やまぶき

バスの停留所まで

運 行 日　各地区　週１日

運行便数　やまぶきバスのダイヤに合わせ、運行日１日当たり３～４往復

運行方法　事前予約制

使用車両　乗用車（５人乗り程度）

運　　賃　無　料

運営主体　川上村

　なお、平成27年度は次の地区について運行を検討します。利用実績や事業効果、運営上の課

題などを検証し、次年度以降の運行計画について反映します。

＜運行を検討している地区と最寄りのバス停＞

筏　　　場　→　入之波バス停

伯母谷・大迫・神之谷・上谷　→ 北和田口バス停　　井光・武木　→ 武木バス停

中 奥 ・ 枌 尾 ・ 下 多 古　→ 下多古バス停　　　高　　　原　→ 湯盛温泉杉の湯バス停

詳細については下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】役場総務税務課（公共交通係）　℡ ５２－０１１１

やまぶきバスの支線運行について

谷筋集落～やまぶきバス停留所までの乗合交通について

やまぶきタクシーについて
　川上村では村民の皆さんの交通手段の確保対策や外出支援を行い、ふれあいや交流の機会を増やすこ

とで、心身のリフレッシュによる健康増進に寄与することを目的として、やまぶきタクシーを利用して

移動する場合に、運賃の助成を行っています。

対象者　川上村に住所を有する者

区　間　川上村内全域（伯母峰トンネル～深山もしくは五社トンネルまで）

助成額　上記区間を運行した際にかかる運賃の半額を助成

※この事業は川上運送さんに村が委託を行い、実施しています。

　その為、制度を利用する場合は必ず川上運送さんに連絡してください。

【問い合わせ先】予約……………川上運送　℡ ５２－０１４１

制度について…役場総務税務課（公共交通係） ℡ ５２－０１１１
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緑
に
囲
ま
れ
た
御
堂
の
中
は
、
真
新

し
い
桧
の
香
が
漂
い
、
天
然
の
ク
ー

ラ
ー
が
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
色
鮮
や
か
な
天
井
絵
は
、
49
枚
の

格
子
面
の
円
形
枠
内
に
一
つ
ず
つ
花
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
花
は
、
檀
家

の
人
た
ち
の
手
で
着
色
し
仕
上
げ
た
も

の
で
す
。
15
軒
で
総
勢
50
名
程
。
じ
い

ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
お
孫
さ
ん

ま
で
、
公
民
館
に
集
ま
っ
て
ア
ク
リ
ル

絵
の
具
で
全
て
を
塗
り
終
え
る
の
に
約

２
ヶ
月
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
作
業
を
さ
れ
た
方
に
当
時
の
こ
と
を

聞
く
と
「
何
十
年
振
り
に
手
に
し
た

絵
筆
は
最
初
は
と
て
も
難
し
か
っ
た

け
ど
、
だ
ん
だ
ん
楽
し
く
な
っ
た
。
」

「
自
然
と
会
話
が
進
み
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
作
業
が
出
来
た
。
」
な
ど

満
面
の
笑
み
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
檀
家
の
皆
さ
ん
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
の
は
、
画
家
の
向
笠
友
子
先
生

で
し
た
。

　
「
喜
ん
で
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
」
と
製
作
中
は
檀
家
総
代
の

勢
渡
さ
ん
宅
に
宿
泊
し
、
ほ
と
ん
ど
毎

日
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
中

奥
近
隣
の
野
草
を
天
井
絵
に
上
げ
て
は

ど
う
か
と
提
案
さ
れ
、
花
の
デ
ザ
イ
ン

も
手
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
熱
心
な
指
導
と
檀
家
の
皆
さ
ん
の
努

力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
一
筆
一
筆
次
世
代

に
繋
が
る
想
い
が
描
か
れ
た
素
晴
ら
し

い
天
井
絵
が
完
成
し
ま
し
た
。
新
し
く

命
を
吹
き
返
し
た
本
尊
阿
弥
陀
如
来
坐

像
に
見
守
ら
れ
、
頭
上
を
彩
る
天
井
絵

の
下
に
身
を
お
く
と
心
が
洗
わ
れ
て
い

く
様
な
想
い
で
し
た
。

　
当
日
お
話
し
を
伺
っ
た
方
で
、
「
先

人
の
郷
土
を
愛
す
る
想
い
が
、
こ
ん
な

形
で
実
現
し
た
こ
と
は
凄
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
私
達
が
こ
の
陽
の
当
た
る

場
に
居
ら
れ
る
こ
と
は
、
本
当
に
幸
せ

で
光
栄
な
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の
声
が

聞
こ
え
る
み
ん
な
の
社
交
場
に
な
っ
た

の
は
嬉
し
い
で
す
。
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
た
の
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。

　
檀
家
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
自
分
た

ち
の
力
で
完
成
さ
せ
よ
う
と
し
た
熱
い

思
い
を
こ
の
天
井
絵
か
ら
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
残
暑
厳
し
い
８
月
24
日
、
広
報
編
集

委
員
会
は
中
奥
地
区
の
来
迎
寺
を
訪
ね

ま
し
た
。
新
し
く
立
て
替
え
ら
れ
た
本

堂
の
天
井
に
は
、
檀
家
の
皆
さ
ん
が
協

力
し
、
作
業
に
取
り
組
ん
だ
天
井
絵
が

完
成
。
昨
年
８
月
落ら

っ

慶け
い

法
要
が
営
ま
れ

ま
し
た
。

着色の作業中

人
が
輝
き

歴
史
を
つ
な
ぐ

天
井
絵

お
披
露
目

中
奥

来ら
い

迎こ
う

寺じ
　 襖

ふすま

に描かれた観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

（左）と勢
せい

至
し

菩
ぼ

薩
さつ

（右）

お話しを伺った中奥の皆さん

　
こ
の
調
査
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

集
計
は
、
今
後
様
々
な
事
業
に
活
用

さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
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◇
９
月
・
10
月
の
学
校
の
動
き

☆
日
時
　
10
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
開
会

☆
場
所
　
川
上
小
学
校

☆
内
容
　
保
育
園
と
小
・
中
学
校
の

合
同
運
動
会
で
す
。
太
鼓
演
奏
や

盆
踊
り
も
あ
り
ま
す
。

〈
小
学
校
〉

〈
中
学
校
〉

11
㈮

文
化
祭
リ
ハ
ー
サ
ル

13
㈰

文
化
祭

14
㈪

ハ
ロ
ー
英
語

振
替
休
日

15
㈫

立
哨
指
導

17
㈭

ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
⑤

18
㈮

交
流
給
食

学
力
テ
ス
ト
②

Ｐ
Ｔ
Ａ
ハ
ネ
ミ
ン
ト
ン

25
㈮

運

動

会

予

行

準

備

28
㈪

運

動

会

予

行

29
㈫

交
通
安
全
指
導

１
㈭

冬
服
更
衣

２
㈮

運

動

会

会

場

準

備

３
㈯

秋
季
運
動
会
（
保
小
中
）

５
㈪

振

替

休

日

６
㈫

間
伐
体
験

７
㈬

桜
井
東
中
と
　

　
　
授
業
交
流

８
㈭

中

学

校

体

験

入

学

11
㈰

村

民

体

育

大

会

◇
川
上
村
立
図
書
館
の
あ
ゆ
み

・
開
館
　
平
成
14
年
10
月
１
日

・
開
館
10
周
年

　
　
　
　
平
成
24
年
10
月
１
日

・
表
彰
　
平
成
25
年
４
月
23
日

子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
図

書
館
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
け
る
。

・
現
在
の
蔵
書
数
（
26
年
度
末
） 

総
数
　
　
　
３
万
１
千
冊
余

内
一
般
書
　
２
万
１
千
冊
余

児
童
書
　
　
９
千
７
百
冊
余

郷
土
資
料
　
　
　
３
百
冊
余

・
現
在
の
来
館
者
数
（
26
年
度
）

３
千
６
百
５
９
名

内
大
人
　
２
千
５
百
３
名
　

子
ど
も
　
　
　
９
百
５
６
名

高
齢
者
　
　
　
２
百
名
　
　

◇
図
書
館
の
ご
利
用
に
つ
い
て

〔
開
館
時
間
帯
〕

　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

〔
休
館
日
〕

・
月
曜
日
と
月
末
日

・
祝
日
の
翌
日

・
年
末
年
始
（
12
月
29
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
１
月
３
日
）

・
館
長
が
定
め
る
特
別
整
理
期
間

◇
図
書
館
職
員
紹
介

　
私
た
ち
が
皆
様
の
ご
来
館
と
ご
利
用

の
お
世
話
を
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

教

育

か

わ

か

み

第
32
回

教
育
長
通
信

濵
はま

田
だ

　　心
こころ

梅
うめ

田
だ

　亜
あ

矢
や

☆
日
時

10
月
11
日
（
日
）

８
時
受
付
開
始

☆
場
所
　
川
上
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

第
58
回

村
民
体
育
大
会
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水泳教室や各種記録会では、子どもたちのがんばる姿がたくさん見られました。

　吉野川（紀の川）の上流と下流の小学校が、互いの文化や歴史を尊重しつつ、郷土愛を育み、水を大

切にする精神を養うことなどを目的に始めた和歌山市立加太小学校との交流は15年目となりました。

　本校では、夏休みもたくさんの行事があります。子どもたちは、多くの体験を通してたくさんの

人と関わり、充実した夏休みを過ごしました。                           

　夏休み水泳教室は、全校児童を対象に７

回実施し、泳力別にコース編成して指導を

行いました。８月６日の校内水泳記録会で

は、自己記録を更新する児童がたくさんい

ました。また、５・６年生は、県の陸上記

録会や水泳記録会にも参加し、自分の記録

に挑戦しました。

夏休みをたっぷり満喫！

水泳に陸上にがんばりました！

加 太 小 学 校 と の 交 流

　川上村にある「匠の聚」で、子どもたちにアート

との触れあいを楽しませたいと始まった陶芸教室。

　８月３日、陶芸家山本喜一先生を講師に、１～３

年生は午前中、午後からは４～６年生がろくろと手

ひねりで作品づくりに取り組みました。どんなアー

トな作品になるか焼き上がりが楽しみです。

　子どもたちにこそ質の高い文化に触れさせたいと

いう思いで開催されてきた親子文化鑑賞会。今年で

13回目を迎えました。

　８月20日、やまぶきホールにて民話芸術座による

「花さき山のやまんば」を鑑賞しました。「人を思

うやさしさ」について問いかける内容でした。演劇

教室や児童・教員の熱演もみられ、楽しい文化鑑賞

会になりました。

校内水泳記録会 県陸上記録会

今、学校で

　７月21日・22日、４・５・６年生が、

１泊２日で和歌山市加太へ海浜学習に行

きました。「水ときらめき紀ノ川館」を

見学した後、加太小学校５年生との対面

式を行い、海水浴やスイカ割り、魚つか

み、料理教室などたくさんの交流を楽し

むことができました。

　７月24日、来村した加太小学校５年生

と上多古川で川遊びやあまごつかみなど

を楽しみました。加太小学校の児童は、

透き通るような川の水の美しさと冷たさ

に驚いていました。  

陶　芸　教　室 親子文化鑑賞会
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８
月
20
日
に
、
京
都
市
で
総
務
省
主

催
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進
会

議
」
が
開
催
さ
れ
、
栗
山
村
長
と
協
力

隊
の
鳥
居
由
佳
、
神
保
大
樹
、
横
堀
美

穂
か
ら
先
進
地
事
例
と
し
て
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
で
は
、
栗
山
村
長
か
ら
地

域
振
興
に
向
け
た
大
学
や
企
業
と
の
連

携
な
ど
幅
広
い
村
の
取
り
組
み
を
説

明
。
本
村
の
協
力
隊
員
も
自
身
で
進
め

て
い
る
観
光
林
業
や
や
ま
い
き

4

4

4

4

市
、
農

家
民
宿
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。

　
会
議
の
総
括
に
、黒
瀬
敏
文
課
長（
総

務
省
地
域
自
立
応
援
課
）
か
ら
全
国
自

治
体
の
手
本
と
し
て
、
本
村
の
取
り
組

み
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
８
月
22
日
に
、
な
ら
１
０
０
年
会

館
で
「
第
29
回
自
治
体
学
会
　

奈
良
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
人
口
減
少
へ
の
対
応
を

地
方
分
権
の
視
点
か
ら
考
え
、
議
論
し

自
分
た
ち
の
立
ち
位
置
を
改
め
て
考
え

る
為
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
栗

山
村
長
が
、
「
水
源
地
の
村
と
し
て
、

そ
の
誇
り
と
責
任
を
果
た
す
た
め
に
も

人
の
暮
ら
し
を
よ
り
自
然
に
近
い
所
で

築
き
た
い
」
と
定
住
・
移
住
に
向
け
て

村
内
外
へ
の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し

た
。

人
口
減
少
を
見
据
え
た
村
づ
く
り

 

～
定
住
・
移
住
に
向
け
て
～

地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進
会
議

～
取
組
事
例
を
発
表
～

「頑張ります！栗山です」「頑張ります！栗山です」

村づくり　活動中！

　「源流の危機は国土の危機。流域はひと

つ、運命共同体」。この思いのもと、第６

回全国源流サミットが長野県根羽村で開催

されました。本村からは議会議員をはじめ

昨年のサミット（本村開催）でその存在感

を示したコーラスグループ・華音のメン

バーらが参加。旧交を温めるとともに源流

域の厳しい実態などを共有しました。

　主催である全国源流の郷協議会の当面の

課題は、昨年策定した源流白書に基づく

「（仮称）源流基本法」の制定をめざすこ

とです。とはいえ、その法制化のむずかし

さに直面しているのが正直な話です。

　今や国民の多くが共通認識しているで

あろう「国土の保全や水資源の重要性」、

ここが本協議会の正念場と覚悟し、「法制

化」を実現できるよう頑張ります。

　今後の村づくりについて、学び・考える「村

づくり塾」が活動しています。

　どなたでもご参加していただけますので、お

気軽にお問い合わせください。ご参加をお待ち

しております。

と　き　平成27年10月２日（金）19：00～

ところ　役場第１会議室

テーマ　おおたき龍神湖周辺の活用について

【問い合わせ先】役場定住促進課　℡ 52-0111 

災害時の緊急対応を強化
　８月４日に、役場にて村と一般社団法人吉野

建設業協会が災害時における緊急対応業務に関

する協定を締結しました。

　以前より、同協会は締結していましたが今回

改めて、災害が発生した際、速やかに対応でき

るよう互いに協定の内容を確認したものです。

村の取り組みについて説明をする栗山村長

総務省主催の会議で事例発表
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―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
。

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

樽
で
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
づ
く
り
！

湧
き
水
と
野
菜
を
使
っ
て
手
づ
く
り
し

た
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
は
、
ひ
と
口
食
べ

て
「
あ
ー
お
い
し
い
！
」
と
思
わ
ず
声

が
漏
れ
る
ほ
ど
の
出
来
ば
え
。
完
成
し

た
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
の
一
部
は
ビ
ン
に

詰
め
て
参
加
者
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら

い
、
残
り
は
み
ん
な
で
ひ
と
つ
の
樽
に

入
れ
て
熟
成
さ
せ
て
い
ま
す
。
ビ
ン
と

樽
で
味
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
、
今

度
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
確
か
め
た
い

で
す
。
　
　
　
　
　
　
（
神
保
大
樹
）

「
や
ま
い
き
市
便
り
」
次
号
発
行
は

10
月
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

　
「
や
ま
い
き
市
」
の
野
菜
。
そ
し
て

川
上
村
の
強
み
で
あ
る
木
。
こ
の
２
つ

を
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
樽た

る

・
桶お

け

に
面

白
さ
と
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
樽
・
桶
は
、
お
酒
を
運
ぶ
た
め
の
酒

樽
と
し
て
、
あ
る
い
は
醤
油
や
味
噌
、

酒
と
い
っ
た
発
酵
食
品
の
仕
込
み
桶
と

し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

桶
仕
込
み
の
お
酒
を
造
っ
て
い
る
酒
蔵

が
隣
の
吉
野
町
に
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

お
酒
を
初
め
て
飲
ん
だ
と
き
、
そ
れ
ま

で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
濃
い
甘
み
と

香
り
に
驚
き
ま
し
た
。

　
樽
・
桶
の
材
料
に
は
、
節
が
な
く
て

ア
ク
の
少
な
い
吉
野
杉
が
最
適
。
建
築

材
だ
け
で
な
く
、
身
近
な
食
べ
物
に
関

わ
る
樽
・
桶
と
い
う
形
で
、
吉
野
杉
の

良
さ
を
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
？
そ
う
考
え
て
企
画
し
た
の

が
「
木
樽
で
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
を
仕
込

も
う
！
」
と
い
う
催
し
で
す
。

　
こ
の
夏
に
２
回
開
催
し
た
こ
の
催
し

に
は
、
合
わ
せ
て
20
名
以
上
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
川
上
村
の

子どもたちも大勢参加し、
　　　　楽しい催しとなりました

お
知
ら
せ

9

　
今
、
私
に
と
っ
て
野
菜
作
り
は
生
活

の
中
で
切
り
離
せ
な
い
部
分
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
地
元
で
生
ま
れ
、
地
元
に
嫁
い
で
50

年
あ
ま
り
。
戦
争
中
は
小
学
生
で
し

た
。
授
業
と
い
え
ば
畑
作
業
ば
か
り

で
、
運
動
場
に
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

　
中
学
生
に
な
り
初
め
て
「
勉
強
」
を

学
び
ま
し
た
。
つ
ら
い
と
い
う
よ
り
、

若
さ
ゆ
え
か
楽
し
み
の
方
が
大
き
か
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
嫁
入
り
前

に
は
、
生
け
花
の
稽
古
等
で
忙
し
く
畑

は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
嫁
い
だ
先

の
お
義
母
さ
ん
に
畑
を
教
え
て
も
ら
っ

た
の
が
、
初
め
て
の
「
畑
仕
事
」
で
し

た
。

　
色
々
教
え
て
く
れ
た
お
義
母
さ
ん
が

亡
く
な
っ
た
時
、
と
て
も
悲
し
か
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
当
時
、
私
は

体
が
弱
く
、
い
つ
も
優
し
く
庇
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
を
産
ん
で
半
年
ぐ

ら
い
た
っ
た
頃
、
私
は
病
気
で
入
院
し

ま
し
た
。
そ
の
時
、
乳
飲
み
子
を
預
か

り
育
て
て
く
れ
た
の
は
お
義
母
さ
ん
で

し
た
。
そ
の
感
謝
の
思
い
を
我
が
娘
た

ち
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
今
も
病
気
が
ち
で
逆
に
娘
た
ち

に
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
畑
で
は
動
物
と
の
戦
い
で
す
。
家
族

総
出
で
ネ
ッ
ト
を
囲
っ
た
り
、
愉
快
な

案か

山か

子し

を
た
て
た
り
、
工
夫
し
て
い
ま

す
が
、
思
い
通
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
々

の
勧
め
も
あ
っ
て
、
野
菜
と
花
を
土
曜

日
の
や
ま
い
き
市
に
出
荷
し
て
い
ま

す
。
足
の
悪
い
私
に
何
か
と
親
切
に
し

て
い
た
だ
き
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
お
か
げ
さ
ま
で
週
末
に
は
「
今
度

は
何
を
出
そ
う
か
し
ら
」
と
考
え
る
の

が
楽
し
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
土
づ
く
り
は
体
力
が
入
り
ま
す
が
、

ひ
と
鍬
づ
つ
耕
し
て
い
ま
す
。
特
に
花

づ
く
り
が
好
き
で
、
種
が
自
然
に
ゆ
だ

ね
、
落
ち
て
芽
が
出
た
の
を
大
切
に
育

て
自
分
流
の
季
節
に
応
じ
た
花
を
育
て

て
い
ま
す
。

　
人
も
、
種
も
、
花
も
自
然
に
ま
か
せ

て
優
し
く
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
な
ぁ
と

思
い
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

Ｙ
・
Ｋ
子
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～
９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す
～

　
国
で
は
、
生
活
習
慣
病
や
運
動
・
食

事
・
禁
煙
な
ど
生
活
習
慣
の
改
善
の
重

要
性
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
を
深
め
、

健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
９
月
を

「
健
康
増
進
普
及
月
間
」と
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
し
て
、
川
上
村
の
健
康
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
特
定
健
診
の
結
果
は
？
】

　
平
成
26
年
度
の
特
定
健
診
（
40
～
74

歳
の
川
上
村
国
民
健
康
保
険
対
象
）
の

結
果
、
受
診
者
の
約
６
割
の
方
の
血
糖

値
が
高
め
と
い
う
結
果
で
し
た
。

【
医
療
費
の
状
況
は
？
】

　
平
成
26
年
度
の
川
上
村
国
民
健
康
保

険
の
医
療
費
と
後
期
高
齢
者
医
療
費
を

合
計
し
た
医
科
医
療
費
は
、
６
億
１
千

万
円
で
し
た
。
医
療
費
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
医
療
費
の
約
４
割
は
、
高
血
圧
、
糖

尿
病
、
脳
梗
塞
、
心
臓
病
、
腎
不
全
等

の
生
活
習
慣
病
が
占
め
て
い
ま
す
。

☆
血
圧
や
血
糖
、
脂
質
が
少
し
高
め
の

状
態
で
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
自
分

で
気
づ
く
こ
と
は
困
難
で
す
。
こ
れ

ら
の
状
況
を
放
置
す
る
と
、
脳
卒

中
、
心
臓
病
、
腎
不
全
な
ど
の
重
大

な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
、
生
活
習
慣
の
改
善

が
大
切
で
す
ね
。

＊
「
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
大
丈

夫
」、「
薬
を
飲
ん
で
い
る
か
ら
大
丈

夫
」
、
と
生
活
習
慣
の
改
善
を
心
が

け
て
い
な
い
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
か
？

　
　
「
医
療
費
を
か
け
て
病
院
に
通
っ

て
い
る
だ
け
」
で
は
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
将
来
の
た
め
に
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
実
践
し
、
「
健
康
寿
命
」

の
延
伸
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

　
８
月
８
日
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
小
さ
な
蝶
、
ゴ
イ
シ
ツ

バ
メ
シ
ジ
ミ
の
生
息
地
に
て
村
民
対
象

の
野
外
観
察
会
を
開
催
（
川
上
村
・
環

境
省
近
畿
地
方
環
境
事
務
所
共
催
）
し

ま
し
た
。
講
師
に
は
伊
藤
ふ
く
お
さ
ん

（
昆
虫
生
態
写
真
家
）
を
招
き
、
本
州

唯
一
と
さ
れ
る
生
息
地
周
辺
の
昆
虫
や

植
物
を
観
察
し
ま
し
た
。

　
川
上
村
の
生
息
地
で
は
、
本
種
は
違

法
な
採
集
に
よ
り
激
減
し
、
近
年
で
は

ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
く
な
り
、
環
境

省
が
種
の
保
存
法
に
基
づ
き
、
保
護
増

殖
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
近
畿
地
方
で
は
他
に
ア
ユ
モ
ド
キ
、

イ
タ
セ
ン
パ
ラ
、
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
が
、
国
内
で
は
、
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ

ネ
コ
、
ト
キ
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
な
ど

が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
公
募
で
集
ま
っ
た
８
名
の

参
加
が
あ
り
、
約
２
時
間
現
地
で
の
観

察
を
実
施
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
を
発
見
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
種
の

幼
虫
が
食
べ
る
植
物
や
生
息
を
可
能
に

し
て
い
る
こ
の
生
息
域
の
生
き
物
の
豊

か
さ
な
ど
、
世
界
の
ど
こ
に
も
な
い
川

上
村
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
自
然

環
境
を
村
民
で
守
っ
て
い
く
よ
う
な
つ

な
が
り
が
作
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

「
参
加
者
の
感
想
」

　
「
環
境
と
い
う
の
は
み
ん
な
繋
が
っ

て
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
だ
け
を
守
る
と

い
う
の
で
は
な
く
、
川
上
村
の
奥
深
い

自
然
を
今
の
う
ち
に
守
り
た
い
。
」
と

い
う
お
話
に
う
な
ず
く
ば
か
り
で
し

た
。

　
専
門
の
知
識
の
あ
る
方
に
同
行
し
て

い
た
だ
く
観
察
会
は
、
知
る
と
い
う
楽

し
み
が
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。
雑
草

だ
と
思
っ
て
い
た
草
に
も
風
雅
な
名
前

が
あ
り
、
前
に
見
た
の
と
同
じ
昆
虫
だ

と
思
っ
た
ら
珍
し
い
種
類
だ
っ
た
り
、

見
た
い
、
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
鳥
が

簡
単
に
見
つ
か
っ
た
り
、
目
か
ら
ウ
ロ

コ
の
連
続
で
し
た
。

（
Ｕ
・
Ａ
さ
ん
）

生息地をフィールドスコープで観察しました

９
月
14
日（
月
）

　
　
　
ニ
コ
ニ
コ

マ
ザ
ー
ル
ー
ム

10
月
７
日（
水
）「
ふ
れ
あ
い
遊
び
」

時
　
間
　
10
時
～
11
時
30
分

持
ち
物
　
お
茶
・
タ
オ
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

や
ま
ぶ
き
保
育
園

℡ 

５
２
・
０
０
１
９

役
場
住
民
福
祉
課

℡ 

５
２
・
０
１
１
１

の

び

っ

子

広

場

ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ

野
外
観
察
会
を
実
施
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に
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
各
杯
受
賞
者
は
次
の
通
り
で

す
。《
敬
称
略
》

◆
知
事
杯

　
渡
邉
　
日
向

（
粉
河
武
道
館
剣
道
ク
ラ
ブ
）

◆
村
長
杯

　
山
本
　
浩
輝
（
広
陵
太
子
会
）

◆
議
長
杯

　
高
松
　
亜
美
（
安
原
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
）

◆
教
育
長
杯

　
寺
本
　
す
ず
な
（
関
目
剣
友
会
）

◆
吉
野
署
長
杯

　
松
尾
　
一
翔

（
大
和
青
少
年
文
化
研
修
道
場
）

◆
丹
生
川
上
神
社
上
社
杯

　
玉
置
　
守
亮
（
安
原
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
）

◆
特
別
賞

　
寺
本
　
す
ず
な
（
関
目
剣
友
会
）

　
飯
田
　
和
奏
（
美
祢
剣
心
会
）

　
こ
の
大
会
は
村
な
ど
で
構
成
す
る
実

行
委
員
会
が
主
催
と
な
り
、
観
光
協
会

や
商
工
会
、
川
上
源
流
舘
剣
士
保
護
者

の
協
力
の
元
で
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
高
市
総
務
大
臣
よ
り

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
お
り
、
剣
士
達

　
８
月
11
日
～
24
日
の
２
週
間
に
わ
た

り
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
に
よ

る
大
学
生
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
山
村
で
の
生
活
体
験
が

な
い
都
市
部
の
大
学
生
が
村
内
に
滞
在

し
、
交
流
を
通
し
て
感
じ
た
提
案
・
提

言
を
村
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
と
、
参

加
学
生
が
川
上
村
に
関
心
を
持
っ
て
広

く
発
信
し
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
奈
良
県
南
部
に
実
際
に
出
向
い
て
学

び
た
い
と
思
っ
た
の
が
参
加
の
き
っ
か

け
で
し
た
。
川
上
村
に
関
わ
れ
た
こ
と

は
本
当
に
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
滞
在

中
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
人
々
と
会

話
を
し
ま
し
た
。
色
ん
な
人
の
意
見
や

考
え
を
聞
き
、
私
も
考
え
を
話
す
…
そ

ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
地

元
京
都
市
に
い
る
よ
り
豊
富
に
あ
り
ま

し
た
。
深
く
考
え
る
機
会
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
自
身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る

日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
時
に
自
分
の
暮
ら
す
地
域
に
つ
い
て

見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
す

べ
て
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
村
で
の
経
験
を
大
切
に
し
、

こ
れ
か
ら
も
川
上
村
に
注
目
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

高市総務大臣のメッセージを代読する
猿渡総務省大臣官房審議官

　
８
月
23
日
に
、
川
上
武
道
場
（
旧
東
小
学
校
体
育
館
・
北
和
田
）
で
「
第
13
回

剣
道
交
流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
２
府
９
県
よ
り
総
勢
５
３
７
名

の
少
年
剣
士
が
出
場
し
ま
し
た
。
試
合
は
幼
年
の
部
～
一
般
女
子
初
段
以
下
の
部

ま
で
の
13
の
部
門
に
別
れ
、
個
人
戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
ま
で
諦
め
ず
、
勝
利
を
め
ざ
し
て
!!

井
いの

上
うえ

玲
れ

奈
な

（奈良県立大学）

と
　
き
　
９
月
13
日（
日
）９
時
開
演

と
こ
ろ

や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル 

（
宮
の
平
）

《
内
容
に
つ
い
て
》

午
前
の
部
　
○
舞
台
発
表
　
○
展
示
発
表

午
後
の
部
　
○
映
画
鑑
賞
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

川
上
中
学
校　

℡

５
２
・
０
０
１
４

14
人
の
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
！

Ｗ
Ｅ 

Ａ
Ｒ
Ｅ 

紅
葉
族

と
　
き
　
平
成
27
年
９
月
17
日（
木
）

13
時
～
16
時
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

川
上
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

℡

５
２
・
０
２
９
４

第
33
回

紅
葉
祭
の
お
知
ら
せ

２
週
間
、気
持
ち
は
川
上
村
民
で
し
た
！

第
41
回

川
上
村
老
人
大
会
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

山の学校　達っちゃんクラブ

★達っちゃんクラブの森を作ろうＤＡＹ

　東川・匠の聚にある達っちゃんクラブの森の草

刈りや遊歩道の整備を行う作業日です。

　「遊びと学びと芸術の森」を目指し、一緒に森

を作りましょう。

と　き　平成27年10月24日（土）

定　員　制限なし

対　象　幼児以上

参加費　無料

締　切　９月24日（木）

※締切後も参加可能な場合もございますのでお問

い合せください。

★筏場ハイキング
　山々の紅葉を楽しみながら筏場の川沿いをハイ

キング。ハイキングの後には、ほっかほっかの焼

き芋が待っています。

と　き　平成27年11月14日（土）

定　員　30名　小学生以上

参加費　大人1,500円　小人500円

コース　往復約２時間程の高低差の少ない初心者

向けコースです。

締　切　10月14日（水）

※締切後も参加可能な場合もございますのでお問

い合せください。

【申し込み】

　住所・氏名・電話番号・参加人数を電話・はが

き・FAX・メールいずれかでお申込みください。

【問い合わせ先】

《一般財団法人グリーンパークかわかみ事務局

℡ ０７４６―５２―０３３３》

ふるさと市開催日
【９月】13日・19日・20日・21日・22日・23日・

27日

【10月】４日・10日・11日・12日・18日・25日

《役場地域振興課　℡ ０７４６―５２―０１１１》

匠　　の　　聚

◆川上村発行の地域振興券が使えます！◆

●「匠の聚フォトコンテスト作品募集！」

　川上村の情景～あなたが捉える川上村の魅力～

と題し、心動かす作品を広く募集いたします。

　自然風景や動・植物などのネーチャーフォト部

門、また人々の暮らしや催事、文化や歴史など時

代や社会が写し出されているドキュメント部門が

あり、１人何点でもご応募が可能です。

　写真をとおして川上村の魅力を大勢の方にお届

けしたいと考えています。どしどしご応募くださ

い。

締　切　平成27年９月29日（火）

発　表　平成27年10月初旬～中旬

表　彰　平成27年10月24日（土）

展　示　平成27年10月24日（土）～ 11月10日（火）

※応募用紙（自作可）に必要事項を明記の上、作

品裏面に貼付のうえ匠の聚までご応募くださ

い。応募票は匠の聚ホームページからダウン

ロードすることも可能です。

●匠と創る！文化講座「手織りの愉しみ」

　受講生募集！　講師／栗生直子

　足踏み本格織り機を使って、ストールやテーブ

ルセンター、マフラーなどをつくります。

と　き　平成27年10月１日（木）・３日（土）・

４日（日）・８日（木）・10日（土）・

11日（日）・12日（月・祝）

●各日匠の聚アトリエで開催！

【半日コース】①10時～12時  ②13時～15時

受講料3,000円（税込）＋ 材料費

【１日コース】10時～15時

受講料6,000円（税込）＋ 材料費

※お申し込みはご希望のコースを２日前までに匠

の聚までご連絡ください。目安として、半日で

テーブルセンターや小さなタペストリー、１日

でストールやマフラーなどが織れます。

【お申込み・お問合せ先】

《匠　の　聚　℡ ０７４６―５３―２３８１》
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【問い合わせ先】川上村立図書館　℡ ５２－０１４４

テーマ「美しい」

図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

◎新しく入った本 図書名／著者名／出版社名

大人対象の読書会です。毎回テーマにそってなごやかに話をしています。

自分のオススメ本でもＯＫです！　お気軽にご参加ください。

と　き　９月17日（木）19時　テーマは「美しい」です。

ところ　図書館

「世界で一番美しい森への旅」

　世界各国21ヶ所の未知なる森の姿を紹介。

　広葉樹林の森フィヨルドランド（ニュージーランド）原初の

森、ラインハルトの森（ドイツ）日本最古の森・熊野（日本）

手つかずのジャングルなど、壮大な大自然が写さ

れた写真集。

　夜寝る前に読みたくなるようなそんな一冊です。

【一般書】

フォトブックで好きな本をつくる　　　　　　ボーンデジタル　　　　／書籍編集部（著）

たった５分で犬はどんどん賢くなる　　　　　藤井　　聡（著）　　　／青春出版社

ママの時間割。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／主婦と生活社

【児童書】   

ぼくたちねこなの　ゆかいな８ぴき　　　　　　どいかや（著）　　　　／アリス館

工場で働く人たち（しごと場見学！）　　　　松井　大助（著）　　　／ぺりかん社

くんくんぱくぱく（こころからだえほん）　　はらぺこめがね（著）　／ＷＡＶＥ出版

株式会社エクスナレッジ

　日本の44村を、詳細なガイドと加盟村の美しい写真で解説。

　「この人」「この料理」「この商品」の

３つにテーマを絞った特色あるコラムなど

美しい村の隠れた魅力が満載です。

「日本で最も美しい村」― 公式ガイドブック

ハースト婦人画報社

「川上村探訪」

川上村郷土資料の紹介

　平成25年発行の新しい郷土資料です。

　目次は西河から始まり、大滝、東川、

寺尾と続きます。各土地を探訪した様

子が写真と共に分かりやすく記載され

ています。川上村を知るのにおすすめ

の郷土資料となっております。

　　石田　和美／石田　稔（著）

ゆるかる読書会

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

10

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

9

月
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森と水の源流館だより

TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

September, 2015　vol.153

残しておきたい川上村の山言葉　其の六十九

「からすとまり」…木のてっぺんのこと。

　
と
こ
ろ
で
、
17
日
は
残
念
な
が
ら
、

荒
天
の
た
め
入
口
で
散
策
を
断
念
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い

吉
野
杉
の
人
工
林
を
訪
ね
て
学
ん
だ

り
、
丹
生
川
上
神
社
上
社
を
訪
ね
て
宮

司
に
水
（
雨
）
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
り

す
る
な
ど
、
雨
は
雨
な
り
に
い
ろ
い
ろ

な
体
験
学
習
が
で
き
る
の
が
、
川
上
村

の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の
強
み
で
あ
る

と
い
つ
も
な
が
ら
に
感
じ
ま
し
た
。
上

　
７
月
31
日
早
稲
田
大
学
宮
口
ゼ
ミ
、

８
月
17
日
千
里
金
蘭
大
学
中
島
ゼ
ミ
、

23
日
自
治
体
学
会
奈
良
大
会
の
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
、
29
日
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ

ム
リ
エ
検
定
体
験
学
習
会
と
水
源
地
の

森
で
、
川
上
村
の
取
り
組
み
や
奈
良
県

の
水
の
源
と
な
る
吉
野
川
源
流
を
学
び

た
い
と
い
う
要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
の

を
感
じ
ま
す
。

　
８
月
の
前
半
は
、
日
差
し
の
強
い
晴
れ
の
日
が
続
き
、
森
の
緑
も
濃
い
森
に
な

り
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
吉
野
川
源
流

－
水
源
地
の
森
を
訪
ね
て
学

習
し
て
い
た
だ
い
た
大
学
や
団
体
さ
ん
が
多
か
っ
た
の
が
こ
の
夏
で
し
た
。

８月の水源地の森

早稲田大学宮口ゼミのみなさんと水源地の森で

社
で
は
お
参
り
す
る
だ
け
で
は
学
べ
な

い
こ
と
、
気
づ
け
な
い
こ
と
を
宮
司
に

お
話
し
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

学
生
は
と
て
も
よ
い
学
び
の
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

　
す
ば
ら
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
る
川

上
村
で
す
が
、
さ
ら
に
、
そ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
活
か
す
「
人
」
が
い
る
こ
と
が

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
も
っ
と
も
っ
と
価

値
の
あ
る
も
の
に
変
え
て
く
れ
る
重
要

な
要
素
な
の
だ
と
も
思
い
ま
す
。
逆
に

言
え
ば
、
人
が
こ
の
す
ば
ら
し
い
川
上

村
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
価
値
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
も
い
え
ま
す
。
水
源

地
の
村
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
と
い

う
原
点
を
も
う
一
度
考
え
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

８
月
の
水
源
地
の
森

※川上村の方言や意味、使い方などについてのご意見をお待ちしています。

千里金蘭大学のみなさんに講話される望月宮司
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みんなで考えよう！川上村の環境
その63　～犬・猫と楽しく暮らす“きまりごと”について～

【問い合わせ先】役場水源地課　℡ ０７４６－５２－０１１１

＝犬・猫の飼い主の方へ＝

　犬や猫の飼い主の多くの方は、マナーを守り、地域の方に迷

惑をかけない飼い方を心がけておられますが、中にはペットの

糞などを含む飼い主がマナーを守らないなど、苦情が役場にし

ばしば寄せられています。マナーを守って飼いましょう！

・ふんの後始末は飼い主の責任

犬のふんの放置は周囲に不快感を与え、衛生的にも問題です。

道路敷きや畑も住宅の周囲同様必ず回収しましょう。

・犬の放し飼い、放し散歩はダメ

犬の放し飼いは禁じられています。

散歩のときはリードでつなぎ、家ではゲージに入れる、鎖でつなぐなどして適切

に飼いましょう。

◇犬の飼い方マナー

・不妊、去勢手術を受けましょう

猫は繁殖力が強く、１回に４匹から６匹を年２回から３回

出産することがあります。また、不妊・去勢手術をすることで

おとなしくなり、飼いやすくなります。

・野良猫にはエサをやらないで

野良猫に餌づけをすると散らばって生活していた猫が、その場に集まってきます。

猫はトイレや休憩場所を単独で所有するため、集まってきた場所の周りに頭数分

のトイレや休憩所が必要となり、周辺の住宅にふん害や悪臭などをもたらすおそ

れがあり、周辺の人が迷惑で非常に困ります。

また、集まった猫が子猫を生んで不幸な猫が増える原因になります。無責任な餌

づけはやめましょう。

◇猫の飼い方マナー
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川
上
村
で
は
観
光
客
の
滞
在
型
観
光

を
促
進
す
る
た
め
宿
泊
者
に
対
し
期
間

を
決
め
て
使
用
で
き
る
「
川
上
村
宿
泊

観
光
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

◇
対
象
期
間
と
対
象
者

　
平
成
27
年
11
月
１
日
（
日
）
か
ら
平

成
28
年
３
月
23
日
（
水
）
ま
で
に
、
村

内
宿
泊
施
設
で
宿
泊
し
た
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

◇
発
行
金
額

　
村
内
の
宿
泊
施
設
で
宿
泊
を
伴
う

５
、
０
０
０
円
以
上
の
利
用
が
あ
っ
た

場
合
、
利
用
額
の
10
％
分
に
相
当
す
る

券
を
発
行
し
ま
す
。
発
券
は
５
０
０
円

単
位
で
発
行
限
度
額
は
２
、
０
０
０
円

発
行
枚
数
は
１
２
、
０
０
０
枚
で
す
。 

　
な
お
、
発
行
枚
数
に
達
し
次
第
終
了

し
ま
す
。

◇
使
用
期
間

　
平
成
27
年
11
月
２
日
（
月
）
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

◇
入
手
方
法

　
宿
泊
者
は
、
指
定
の
施
設
で
宿
泊
施

設
発
行
の
領
収
書
を
提
示
し
、
券
を
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
引
換
施
設
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

後
日
別
途
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
使
用
方
法

　
こ
の
券
は
、
村
内
「
宿
泊
観
光
券
取

扱
事
業
者
」
に
登
録
す
る
事
業
者
で
、

飲
食
・
商
品
の
購
入
な
ど
に
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
つ
り
銭

の
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
地
域
振
興
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

「
川
上
村
宿
泊
観
光
券
」
を

　
　
　
　
　
　
　

発
行
し
ま
す
！

「
川
上
村
宿
泊
観
光
券
」
を

　
　
　
　
　
　
　

発
行
し
ま
す
！

宿泊観光券の取扱事業者を募集！
　「川上村宿泊観光券」の取り扱いを希望する事業者は、宿泊観光券取扱事業者への登録が必

要となります。この券の取り扱いを希望する事業者は、次の事項を確認して、申し込んでくだ

さい。多くの事業者の申請をお待ちしています。

◇登録資格

　「宿泊観光券取扱事業者」の登録申請は、村内の事業者に限ります。

◇登録業種

 　宿泊業・観光業・小売業・飲食業のほか各種サービス業など幅広い業種が対象です。

◇取扱事業者への登録申請

　登録を希望する事業者は、「川上村宿泊観光券取扱事業者登録申請書」に必要事項を記入

し、役場地域振興課へ申し込んでください。登録申請した事業者には、平成27年10月６日

（火）に役場会議室で説明会を実施します。また、登録事業者には別途案内を行う予定です。

◇申請場所と受付期間

  申込書は役場地域振興課または川上村商工会の窓口でお求めください。

≪申込場所≫　役場地域振興課

≪受付期間≫　平成27年９月11日（金）から９月30日（水）まで

午前８時30分～17時15分　※土・日曜日、祝日は閉庁により受付できません。

※10月１日以降も随時受付ますが、取扱事業者としての十分な周知は出来かねますのでご注意く

ださい。

【問い合わせ先】役場地域振興課　℡ ５２－０１１１
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吉

沢

紀

子

選

佳
作

　
蔓
刈
り
て
南
天
の
花
散
ら
し
け
り

　
　
　
　
　
　
弓
場

　
盛
正
（
中

　
奥
）

梅
雨
明
け
や
湯
立
て
神
事
の
湯
気
高
く

　
　
　
　
望
月

　
彰
美
（

　
迫

　
）

傾
斜
畑
花
こ
と
ご
と
く
盆
の
供
花

　
　
　
　
　
　

井
　
清
子
（
大

　
滝
）

梔
子
の
花
石
垣
に
こ
ぼ
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
竹
田
サ
ダ
子
（
大

　
滝
）

毎
日
が
良
い
と
に
ん
ま
り
生
身
魂
　
　
　
　
　
　
阪
本
　
蓉
子
（
東
　
川
）

日
本
海
見
渡
す
雪
田
通
り
来
て
　
　
　
　
　
　
　
新
子
谷
生
子
（
北
和
田
）

曝
し
た
る
古
文
書
父
祖
の
篤と

く

を
知
る
　
　
　
　
　
枡
　
　
恭
子
（
東
　
川
）

ほ
て
り
ゐ
る
畳
収
ま
る
土
用
干
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
景
子
（
大
　
滝
）

入
選
　
義
父
義
母
の
故
郷
尋
ね
盆
の
月
　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
一
郎
（
伯
母
谷
）

万
緑
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
車
駆
け
行
け
り
　
　
　
　
古
瀨
　
和
子
（
大
　
滝
）

手
に
残
る
ど
く
だ
み
曳
い
た
残
り
香
を
　
　
　
　
上
田
　
明
子
（
北
塩
谷
）

［
評
］
野
菜
の
朝
採
り
に
畑
に
行
っ
た
時
か
ら
、
作
者
の
于
蘭
盆
の
用
意

　
　
　
が
始
ま
っ
て
い
る
。
毎
日
の
生
活
の
中
の
只
事
か
ら
成
っ
た
詩
情

　
　
　
は
、
さ
り
げ
な
く
て
何
よ
り
で
あ
る
。

特
　
選
　
盆
供
に
と
小
さ
き
か
ぼ
ち
や
取
り
置
き
て
　
　
松
本
　
全
代
（
大
　
滝
）

［
評
］
だ
ん
ご
の
お
か
い
さ
ん
の
句
。
家
に
よ
っ
て
、
団
子
は
異
な
る
が
、

　
　
　
お
か
い
を
ご
先
祖
さ
ま
に
供
え
、
家
族
も
よ
ば
れ
る
こ
ろ
冷
め
て

　
　
　
も
白
玉
団
子
粥
は
美
味
し
い
。
七
日
盆
は
墓
掃
除
、
仏
具
磨
き
等
、

　
　
　
清
め
の
盆
始
だ
。

特
　
選
　
七
日
盆
白
玉
団
子
粥
供
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
全
代
（
大
　
滝
）

［
評
］
盆
の
墓
参
り
の
作
。
墓
を
洗
っ
て
か
ら
、
し
ば
ら
く
墓
と
共
に
居

　
　
　
て
、
戦
後
の
激
動
期
を
支
え
た
父
祖
同は

ら

胞か
ら

に
い
ろ
い
ろ
感
謝
し
た

　
　
　
り
、
問
い
た
い
思
い
の
深
い
作
。

特
　
選
　
し
ば
ら
く
は
墓
を
洗
ひ
て
共
に
居
り
　
　
　
　
住
川
　
準
典
（
武
　
木
）

患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内患者等搬送乗務員基礎講習及び定期講習のご案内
　患者等搬送事業所に従事する乗務員の方に必要な応急手当に関する知識及び技能の修得を目的とした

「患者等搬送乗務員基礎講習」と、その知識及び技能を適正に維持管理することを目的とした「患者等

搬送乗務員定期講習」を次の日程で開催します。

【基礎講習】（２日間の受講が必要）※初めて受講される方、または資格期限切れの方

　と　き　平成27年10月31日・11月１日９時～17時　　ところ　奈良県消防学校 宇陀市榛原下井足17-2

【定期講習】（両日とも定員50名）

①と　き　平成27年11月５日　９時～12時　　ところ　かしはら安心パーク　橿原市東竹田町224-1

②と　き　平成27年11月６日　９時～12時　　ところ　奈良市防災センター　奈良市八条５丁目404-1

※平成25年度以降に基礎講習又は定期講習を受講された方が対象。２年以内に１回以上受講することで

資格は継続されます。※期限切れに注意してください。

【受付期間】平成27年９月14日～平成27年10月９日まで 平日の８時30分～17時

会場の都合上、定員になり次第締め切ります。

【対象者および費用】

①奈良県広域消防組合消防本部の認定を受けている患者等搬送事業所の従業員

②奈良県広域消防組合消防本部に患者等搬送事業所としての認定申請を予定している方及びその従業員

③受講料無料（テキスト代別）

【申込方法または問い合わせ先】

・６ヶ月以内に撮影した、脱帽、正面、上半身の写真（横2.5㎝×縦３㎝）を２枚持参下さい。

・最寄りの消防署（奈良市、生駒市を除く）で申し込みを行ってください。

・奈良県広域消防組合消防本部・救急部　℡　0744-26-0116　・吉野消防署・救急課　℡　32-1011
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８月31日現在

人口総数 1,562　人 （＋２　人 ）

　 男　 　 743　人 （±０　人 ）

　 女　 　 819　人 （＋２　人 ）

世 帯 数　 848世帯（±０世帯）

８月中の異動

転　入 ６人　　　転　出 ３人

出　生 ０人　　　死　亡 １人

お

く

や

み

（
敬
称
略
）

春
増
　
正
秀
　
（
枌
　
尾
）

８
月
21
日
　
77
歳

設
、
管
理
な
ど
に
つ
い
て
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
自
動
車
の
利

用
実
態
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
自
動

車
を
お
持
ち
の
方
の
中
か
ら
無
作
為
に

選
出
さ
れ
た
ご
家
庭
に
調
査
票
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

奈
良
国
道
事
務
所　

調
査
係

　

℡

０
７
４
２
・
３
３
・
１
３
９
１

　
国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
27
年
９
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
、
全
国
道
路
・
街

路
交
通
情
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
交
通
情
勢
調
査
は
、
道
路
と
道
路
交

通
の
実
態
を
把
握
し
、
道
路
の
計
画
、
建

社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
方
か
ら

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た（
敬
称
略
）

10
万
円
　
中
澤
　
清
野
（
西
　
河
）

亡
き
夫
の
供
養
と
し
て
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平成27年10月５日より
マイナンバー制度がスタート

国民年金保険料
「10年の後納制度」は９月30日まで
　過去10年間に納め忘れた国民年金保険料を納付

することで将来の年金額を増やすことができる

「10年の後納制度」は、平成27年９月30日をもっ

て終了します。

　後納制度を利用するには、申し込みが必要で

す。詳細は下記までお問い合わせください。

　保険料専用ダイヤル　℡ 0570-011-050

　大和高田年金事務所　℡ 0745-22-3531

自衛官（男子・女子）各種目募集！
募集種目（男女共通） 

①防衛大学一般採用試験（前期）

②防衛医科大学校医学教育部医学科

③防衛医科大学校医学教育部看護学科　　

受付期間　平成27年９月30日まで

応募資格　平成28年４月１日現在で18歳以上21歳未満

　詳細は下記までお問い合わせください。

　自衛隊奈良地方協力本部五條地域事務所

　　　　　　℡ ０７４７－２２－３７８９

　10月以降、住民票の住所地に皆さんの「マイナン

バー」が記載された「通知カード」が送られます。

　やむを得ない理由により住民票の住所地で受け

取ることが出来ない方は居所情報登録申請書を住

民票のある住所地に持参又は郵送してください。

期　間　８月24日～９月25日

対　象　東日本大震災による被災者で住所地以外

の居所に避難されている方

ＤＶ、ストーカー行為等、児童虐待等の

被害者で住所地以外の居所に移動されて

いる方

一人暮らしで、長期間、医療機関・施設

に入院・入所されている方

※申請書は、役場もしくは下記の総務省ＨＰで入

手・ダウンロードができます。

http://www.soumu.go.jp/kojinbango_card/

【お問い合わせ先】

　コールセンター　℡ ０５７０－２０－０１７８

　役場住民福祉課　℡ ５２－０１１１

『
全
国
道
路
・
街
路

交
通
情
勢
調
査
の
お
知
ら
せ
』

『
全
国
道
路
・
街
路

交
通
情
勢
調
査
の
お
知
ら
せ
』


